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SNS 投稿にあたっての非公開事項の整理 

１．背景（提案理由） 

 自動車アセスメントが１年で最も世間から注目されるのは、ファイブスター大賞の発

表時（例年５月頃）である。しかしながら、その後、毎年度の１車種目の評価結果が公

表されるのは、例年秋（令和６年度は 11 月６日であった）であるため、６か月間程度

は、特に話題がない空白期間が生じている。 

このため、令和６年度第３回メディア WG（令和７年３月３日）において、WG 事務

局であるナスバから、自動車アセスメントに対する一般の方々の関心を惹きつけるため

の方策として、試験前又は試験中における SNS 投稿（試験前の準備や試験中の風景に

焦点を当てたもの）を本年夏頃以降でナスバとしての準備が整い次第、試行したいと考

えていること、一方で、自動車アセスメントでは、試験前又は試験中の具体的な車種等

については公表してきておらず（理由：買い控えに繋がり、自動車製作者等へ不利益を

与える恐れがあるため）、今後もこれを遵守すべきであることから、試験前又は試験中に

おける投稿に際し、公開してはならない具体的な情報（以下「非公開事項」という。）を

整理することについて提案した。 

２．提案の内容及びメディア WG での議論 

メディア WG では２回の審議（令和６年度第３回、令和７年度第１回）を行った。

この結果、具体的な修正意見として以下があったが、これを反映し、非公開事項は

【別添】のとおり承認された。 

（非公開事項に対する具体的な修正意見） 

・ 公開してはならない情報のうち、試験等の担当者の「特定につながる情報」と記述されている

部分は、「プライバシーにつながる情報」いう記載の方が良い。

・ 試験等を担当する職員が辞めた時も想定して、その後も利用できるよう、措置する方が良い。

３．今後の予定 

SNS 投稿イメージは、【参考4】のとおり。なお、投稿に関してもメディア WG で以

下の意見があった。これらを踏まえつつ、ナスバの現行体制で、できる範囲での投稿を

試行することとする。 

（投稿イメージに対する意見） 

・ （ナレーション無しで）真っ直ぐに出しても見て貰えるかというと非常に難しい。ナレーショ

ンか何かはあった方が良い。

・ （国土交通省の告示には）「一般消費者の理解と関心を深め」とあるが、詳しいサイト（注：

HP、YouTube「自動車アセスメントチャンネル」）はあるので、投稿では、「関心」までにと

どめてはどうか。SNS 動画で「理解と関心」を深めるのは無理がある。HP や動画チャンネル

への入口であれば、ここで「理解」させる必要はないと思う。

以上 
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別添 

令 和 ７ 年 ６ 月 ２ ３ 日 

（独）自動車事故対策機構          

　自動車アセスメント部 

試験前又は試験中におけるＳＮＳ投稿にあたっての非公開事項の整理 

１．背景 

独立行政法人自動車事故対策機構（以下「機構」という。）自動車アセスメント部にお

いては、ホームページやプレスリリースにより、毎年度、自動車安全性能に係る車種毎

の評価結果（以下「評価結果」という。）を国交省と連携して公表しているが、それに加

え、自動車アセスメントの認知度向上のための活動の一環として、ナスバのアカウント

にてＳＮＳの投稿（動画の投稿を含む。以下単に「投稿」という。）を行っている。 

自動車アセスメントが１年で最も世間から注目されるのは、ファイブスター大賞の発

表時（通常５月頃）であるものの、その後、毎年度の１車種目の評価結果が公表される

のは、例年秋（今年度は 11月 8日であった）であるため、ファイブスター大賞発表後、

６か月間程度は、特に話題が無い空白期間が生じている。この空白期間をなくすべく、

メーキングビデオ等の投稿も行っているが、より直接的に、自動車アセスメントに対す

る一般の方々の関心を惹きつけるため、試験前又は試験中における投稿（試験前の準備

や試験中の風景に焦点を当てたもの）を令和７年夏頃以降で準備が整い次第、機構とし

て試行したい。 

一方、自動車アセスメントの運用にあたっての留意事項として、試験前又は試験中に

おいては、これまで具体的な車種等については公表してきておらず（理由：買い控えに繋が

り、自動車製作者等へ不利益を与える恐れがあるため）、今後もこれを遵守すべきであることか

ら、試験前又は試験中における投稿に際し、公開してはならない具体的な情報（以下

「試験前等における非公開事項」という。）を整理することとする。 

２．当該整理の狙い 

当該整理を行うことにより、逆に投稿しても良い事項についての意思決定を容易にす

るとともに、それによる投稿の迅速化及び頻度向上を通じた自動車アセスメントの認知

度向上を図る。  

３．試験前等における非公開事項 

別紙のとおり。 

４．その他の留意事項 

・投稿は、法令及び機構の内部規程を遵守し、機構の基本理念及び行動指針に沿って行

う。
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・機構が運用するＳＮＳのポリシーについては、別途 1、機構で定めていることから、試

験前等における非公開事項も、当該ポリシーに従うものとする。

＜参考：機構が運用するＳＮＳ＞

・Facebook及び X

・YouTube「自動車アセスメント公式チャンネル【ナスバ】」

５．公開・非公開 

試験前等における非公開事項は、機構が運用するＳＮＳのポリシーに従うものであ

り、当該ポリシーについては、ホームページで既に公開されていることから、重ねて公

開する必要がないものとする。 

６．施行時期 

本事項は、令和７年７月７日から施行する。 

1 機構の運用する SNSのポリシーについて 

https://www.nasva.go.jp/snspolicy.html 
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別紙 

試験前等における非公開事項 

 試験前又は試験中における投稿に際し、公開してはならない具体的な情報は、以下のと

おりとする。 

・試験車両を特定する外観の情報

・車名、型式、通称名を特定する情報

・試験車両の購入金額

・試験車両の購入店舗

・公表時期を具体的に特定する情報

・評価結果を具体的に特定する情報

・当該年度の評価車種の総数を特定する情報

・試験等の担当者のプライバシーにつながる情報（当該担当者の了承を得た※場合を除

く。）

・試験設備等の特定につながる情報（設備管理者の了承を得た場合を除く。）

※ 「当該担当者の了承を得た」とは、試験等の担当者に対して、プレス、投稿等の公

開範囲の他、利用目的を伝え、仮に当該担当者が退職等を迎えたとしても継続的に

公開することについて、当該担当者から文書をもって事前に承諾を得た状態をい

う。
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Sheet1

				euroncup				assessment protocol child occupant protection ver8.1による

				Criteria				Performance limits						Available 
points

								Higher		Lower		Capping						計測値 ケイソクチ		個別判定 コベツハンテイ				判定 ハンテイ

		Head Score		HIC15(with hard contact)				500		700		800		20.0		Q6		600		10.000		Q6		10.000

																Q10		550		15.000		Q10		15.000

				Resultant 3ms acceleration				60.0		80.0		80.0				Q6		70		10.000

																Q10		61		19.000

				Head excursion		Q6		-		550.0		-				Q6				適合

						Q10		450.0		550.0		-				Q10				20.000

		Upper Neck		Tension Fz				1.7		2.62		-		0.92		Q6		1.8		0.820		Q6		0.820

																Q10		2.2		0.420		Q10		0.420

				Extension My
(with head to interior contact)		Q6		-		36.0		-				Q6		33		適合

						Q10		-		49.0		-				Q10		40		適合

		Chest(T4)		Resultant 3ms acceleration		Q6		-		-		-		3.0		Q6		-		-		Q6		2.750

						Q10		41.0		55.0		55.0				Q10		45		2.143		Q10		2.143

				Deflection - 
max Dres,upper and lower		Q6		30.0		42.0		-				Q6		31		2.750

						Q10		-		56.0		-				Q10				適合





4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない



Sheet2

												座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		各評価と障害値範囲 カクヒョウカ ショウガイチハンイ										障害値 ショウガイチ		評価 ヒョウカ

		配転と色の表示（例） ハイテン イロ ヒョウジ レイ

		【良好】 リョウコウ		3.000								運転席側後席
6歳児ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

		【十分】 ジュウブン		2.001		-		2.999								頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

		【限界】 ゲンカイ		1.001		-		2.000						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

		【不足】 フソク		0.001		-		1.000								伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		36.00以上 イジョウ

		【貧弱】 ヒンジャク		0.000										胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		ー		ー		ー		ー		ー

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30.00以下 イカ		30.01―33.99		34.00―37.99		38.00―41.99		42.00以上 イジョウ

												助手席側後席
10歳児ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

																頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

														頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

																伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		49.00以上 イジョウ

														胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		41.00以下 イカ		41.01―45.66		45.67―50.33		50.34―54.99		55.00以上 イジョウ

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		ー		ー		ー		ー		ー

		評価関数 ヒョウカカンスウ

		下限 カゲン		上限 ジョウゲン

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		36

		-		-

		30		42

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		49

		41		55

		-		-





Sheet3



				座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		評価関数 ヒョウカカンスウ				傷害値 ショウガイ チ

												下限 カゲン		上限 ジョウゲン

				運転席側
後席
6歳児
ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） アタマ ブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		36

						胸部 キョウブ		胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30		42

				助手席側
後席
10歳児
ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		49

						胸部 キョウブ		胸部加速度（3ms-G） キョウブ カソクド		G		41		55



				特記事項 トッキジコウ
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‘Table 2. Frontal impact criteria, limits and available points per body region for Q6, Q10

Criteria

Performance hmits

Available points

Higher | Lower | Capping
Head  |HICs  (wilh  Bad| 500 700 300
Score | contact)
Resultant ms| 6% S0 S0
scceleration s
Head excursion o
Qs| N 550mm Na
Q10| 450mm | 550mm Na
Upper | TemsionFz TN | 268N NA
Neck
Extension My
(with head fo interior 2 poiats
contact) os| Na 36Nm Na
Qo] Na 49Nm Na
Chest | Resultant 3ms
(T |accelention® Q6 | N Na Na
Qo] 41 S5 55
Deflection - max Dres. 2 poiats
upper and lower
Q5| 0mm | e2mm Na
Q| Na Stmm Nas+
Pelvis | ASIS Toad NA NA NA
ToTAL § points/dummy

*Chest acceleration peaks caused by the firing of seatbelt pretensioners early in the loading event
will be ignored.

**Capping, as defined in Section 4.1, will be applied to the Q10 chest deflection on 1* Janary

5. The limitation to star rating as defined in Section 2.3 the Evro NCAP Assessment Protocol
erall rating, will not be applied o Q10 chest deflection.








Sheet1

				euroncup				assessment protocol child occupant protection ver8.1による

				Criteria				Performance limits						Available 
points

								Higher		Lower		Capping						計測値 ケイソクチ		個別判定 コベツハンテイ				判定 ハンテイ

		Head Score		HIC15(with hard contact)				500		700		800		20.0		Q6		600		10.000		Q6		10.000

																Q10		550		15.000		Q10		15.000

				Resultant 3ms acceleration				60.0		80.0		80.0				Q6		70		10.000

																Q10		61		19.000

				Head excursion		Q6		-		550.0		-				Q6				適合

						Q10		450.0		550.0		-				Q10				20.000

		Upper Neck		Tension Fz				1.7		2.62		-		0.92		Q6		1.8		0.820		Q6		0.820

																Q10		2.2		0.420		Q10		0.420

				Extension My
(with head to interior contact)		Q6		-		36.0		-				Q6		33		適合

						Q10		-		49.0		-				Q10		40		適合

		Chest(T4)		Resultant 3ms acceleration		Q6		-		-		-		3.0		Q6		-		-		Q6		2.750

						Q10		41.0		55.0		55.0				Q10		45		2.143		Q10		2.143

				Deflection - 
max Dres,upper and lower		Q6		30.0		42.0		-				Q6		31		2.750

						Q10		-		56.0		-				Q10				適合





4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない



Sheet2

												座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		各評価と障害値範囲 カクヒョウカ ショウガイチハンイ										障害値 ショウガイチ		評価 ヒョウカ

		配転と色の表示（例） ハイテン イロ ヒョウジ レイ

		【良好】 リョウコウ		3.000								運転席側後席
6歳児ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

		【十分】 ジュウブン		2.001		-		2.999								頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

		【限界】 ゲンカイ		1.001		-		2.000						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

		【不足】 フソク		0.001		-		1.000								伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		36.00以上 イジョウ

		【貧弱】 ヒンジャク		0.000										胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		ー		ー		ー		ー		ー

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30.00以下 イカ		30.01―33.99		34.00―37.99		38.00―41.99		42.00以上 イジョウ

												助手席側後席
10歳児ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

																頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

														頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

																伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		49.00以上 イジョウ

														胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		41.00以下 イカ		41.01―45.66		45.67―50.33		50.34―54.99		55.00以上 イジョウ

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		ー		ー		ー		ー		ー

		評価関数 ヒョウカカンスウ

		下限 カゲン		上限 ジョウゲン

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		36

		-		-

		30		42

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		49

		41		55

		-		-





Sheet3



				座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		評価関数 ヒョウカカンスウ				傷害値 ショウガイ チ

												下限 カゲン		上限 ジョウゲン

				運転席側
後席
6歳児
ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		36

						胸部 キョウブ		胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30		42

				助手席側
後席
10歳児
ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		49

						胸部 キョウブ		胸部加速度（3ms-G） キョウブ カソクド		G		41		55



				特記事項 トッキジコウ
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‘Table 2. Frontal impact criteria, limits and available points per body region for Q6, Q10

Criteria

Performance hmits

Available points

Higher | Lower | Capping
Head  |HICs  (wilh  Bad| 500 700 300
Score | contact)
Resultant ms| 6% S0 S0
scceleration s
Head excursion o
Qs| N 550mm Na
Q10| 450mm | 550mm Na
Upper | TemsionFz TN | 268N NA
Neck
Extension My
(with head fo interior 2 poiats
contact) os| Na 36Nm Na
Qo] Na 49Nm Na
Chest | Resultant 3ms
(T |accelention® Q6 | N Na Na
Qo] 41 S5 55
Deflection - max Dres. 2 poiats
upper and lower
Q5| 0mm | e2mm Na
Q| Na Stmm Nas+
Pelvis | ASIS Toad NA NA NA
ToTAL § points/dummy

*Chest acceleration peaks caused by the firing of seatbelt pretensioners early in the loading event
will be ignored.

**Capping, as defined in Section 4.1, will be applied to the Q10 chest deflection on 1* Janary

5. The limitation to star rating as defined in Section 2.3 the Evro NCAP Assessment Protocol
erall rating, will not be applied o Q10 chest deflection.









